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富山医科薬科大学地域老人看護学講座

要 旨

本調査 は
, 在宅 で要介護高齢者を介護する家族介護者 に お ける

,
シ ョ

ー ト ス テ イ サ ー ビ ス の 利

用実態を明らか に し
, 介護保険制度導入後 の シ ョ

ー ト ス テ イ サ - ビ ス の あり方を考え る こ と を目

的と した . 調査対象 は
, 富山県 の 農村地域 に 住む196 名 の 家族介護者と し

,
そ の う ち92 人 ( 46 .9

% ) か ら回答を得た. 調査 は郵送法 に よる質問紙調査と し, 対象者が1999 年度 に お い て 利用 した

シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス に関する利用回数 , 利用理 由, 満足感 に関する自己評価,

サ ー ビ ス 充実

に つ い て の 今後 の 希望を調 べ た
.

そ の 結果は以下 の 通 り で あ っ た
.

(1) 家族介護者 1 人 あたり の 年間利用回数 は 中央値 4 ( 最小 1 - 最大60) 回で あり , 1 回利用あ

たり の 滞在日数 は中央値 6 ( 最小 1 . 最大60) 日 で あ っ た.

(2) 家族介護者 の シ ョ
ー ト ス テ イ サ - ビ ス を利用する最も主要 な理 由は

, 介護疲れ ･ 休養 で あ っ

た
.

(3) 家族介護者 の7 1 .7 % は
, 利用した こ と に よ る満足感が高 い と自己評価し て い た.

(4) 家族介護者は, 介護保険制度開始後 の シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス に適量性, 適質性 , 利便性,

受容性を望ん で い た.
シ ョ

ー

ト ス テ イ サ ー ビ ス は家族介護者 の 介護負担 の 軽減 に有用 な サ ー ビ ス

で あり , 介護保険制度が導入され た後も
, 行政 に よ っ て そ の 整備 の 充実が図られる必要が ある.

キ ー ワ ー ド

家族介護者,
シ ョ

ー ト ス テ イ サ ー ビ ス
, 介護負担

はじめに

現在, 我が 国で は
,

急速な人 口 の 高齢化と後期

高齢者 の 増加を背景 に
, 在宅要介護高齢者 の ケ ア

の 問題が 重要 な課題 に な っ て い る
1)

～

3)

. 在宅要介

護高齢者 の ケ ア に は
, 要介護高齢者本人 に対する

ケ ア と家族介護者 に対する ケ ア が含まれるが
, 家

族介護者 の 介護負担を い か に軽減するか と い う こ

とが最も現実的な課題 の
一

つ と考える .

家族介護者を直接的に支援する制度と して シ ョ
ー

ト ス テ イ サ ー ビ ス が代表的で あるが
4) 5 )

,
2000 年 4

月 の 介護保険制度 の 内容が明らか に なる に つ れ ,

利用日数 の 制限や利用料 の 問題も浮き彫り に なり,

現行 シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス 利用者 の 不安も大き

い
. そ こ で 今回は,

シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス 利用

の 実態を
, 利用回数 , 満足度 に関する自己評価,

介護保険制度導入後 の 希望等の 点か ら明らか に し
,

利用者 の ニ
ー ズ を ふ ま えた シ ョ

ー ト ス テ イ サ ー ビ

- 10 9 -



家族介護者 の シ ョ
ー

ト ス テ イ 利用実態

ス の あり方や サ
ー ビ ス 提供上 の 課題を検討する こ

と を目的 に本調査を実施 した.

研究方法

1
. 調査対象者

平成11 年度 に T 県 A 町あ る い は B 町 の 行政手続

き を経て 指定施設 の シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス を 1

回以 上利用 した196 名 の 主介護者を調査対象者と

した.

2 . 調査方法

平成12 年 5 月か ら 8 月 に, 郵送法 に よ る自記式

質問紙調査を実施 し92 名 ( 回収率46 .9 % ) より回

答を得た . 調査内容は, 対象者 ( 以下 , 利用主介

護者とする) 及 び被介護高齢者 ( 以下 , 利用高齢

者とする) の 状沢 , 平成11 年度 に おける シ ョ
ー

ト

ス テ イ サ
ー ビ ス 利用回数と滞在日数, 利用理 由,

利用 に 対する満足度, 今後 へ の 希望 で あ る. 今後

へ の 希望は自由記載 で 回答を求 め
,

そ の 他 の 項目

は4 択法と した . 自由記載部 の 回答 に つ い て は,

カ テ ゴ リ ー に分類 し,
そ の 類似性や相違を検討し

た
. 自由記載以外 の 回答 に つ い て はそれぞれ の 分

布を求め た
.

結 果

1 . 利用者 の状況

1 ) 利用圭介護者 の状況

利用主介護者 の 状況を表1 に示す. 主介護者は,

60 . 69 歳が3 6 名 (39 . 1 % ) と最も多く , 次 い で50 .

59 歳が2 4 名 ( 26 .1 % ) , 70 - 79 歳が13 名 ( 1 4 .1 % )

の 順で あ っ た. 性別は, 男性が17 名 ( 18 .5 % ) ,

女性が7 1 名 (7 7 .2 % ) で あ っ た
. 家族形態は

, 刺

用高齢者と の2 人暮ら し の 者が12 名 ( 13 .0 % ) ,
そ

れ以外 の 同居家族 の ある者が78 名 (84 .8 % ) で あ っ

た
.

2 ) 利用高齢者 の状況

利用高齢者 の 状況を表2 に示す. 利由高齢者は
,

80 - 89 歳が49 名 (53 .3 % ) と最も多く, 次 い で90

- 99 歳が23 名 (25 .0 % ) ,
そ して70 - 79 歳12 名 (13 .0

% ) の 順で あ っ た
. 性別は, 男性が25 名 (2 7 .2 % ) ,

表 1 利用介謙者 の状況 ( n = 92)

介護者 の 特性 人数( % )

年齢 3 0 - 3 9 歳

4 0 - 49 歳

5 0 - 5 9 歳

6 0 - 6 9 歳

7 0 - 了9 歳

8 0 - 8 9 歳

性別 男性

女 性

1 ( I . 1)

1 0( 1 0 .
9)

2 4( 2 6 . 1)

3 6( 3 9 , 1)

1 3( 1 4 . 1)

4( 4 . 3)

1 7( 1 8 . 5)

71 ( 7 7 . 2)

家族の 形 態

被介護者 と2 人 暮 ら し 1 2( 1 3 . 0)

同 居 の 家族あり 7 8( 8 4 . 8)

表 2 利用高齢者の状況 ( n
= 92)

高齢者 の 特徴 人 数( % )

年齢 6 0 - 6 9 歳

7 0 - 7 9 歳

8 0 - 8 9 歳

9 0 - 9 9 歳

1 0 0 歳 -

5 ( 5 . 4)

12 ( 1 3 . 0)

49 ( 5 3 . 3)

23 ( 2 5 . 0)

1 ( 1 .
1)

性別 男性

女 性

日 常生 活自立 度

ラ ン ク J

ラ ン ク A

ラ ン ク B

ラ ン ク C

痴呆症状 な い

ある

25 ( 2 7 . 2)

65 ( 7 0 . 7)

7 ( 7 . 6)

16 ( 1 7 . 4)

29 ( 3 1 . 5)

38 ( 41 . 3)

2 4( 2 6 . 1)

6 4( 6 9 . 6)

女性が65 名 (70 .7 % ) で あ っ た . 日常生活自立度

は,
ラ ン ク C が3 8 名 (41 .3 % ) と最も多く ,

ラ ン

ク B が29 名 (3 1 .5 % ) , ラ ン ク A が16 名 (17 .4 % ) ,

ラ ン ク J が 7 名 (7 .6 % ) の 順 で あ っ た. 痴呆症

状が あると答え た者が6 4 名 (69 .6 % ) で あ っ た .

2 . 年間利用回数と 1 回利用あ たり の 滞在日数

平成11 年度 1 年間 の 利用回数と 1 回あたり の 平

均滞在日数を表 3 に 示す.

対象者 1 人あ たり の 年間利用回数 は 中央値が 4

回で あり, 最小 1 回から最大6 0回に分布 して い た.

ま た
,

1 回利用あた り の 滞在日数は中央値が 6 日

で あり , 最小 1 日か ら最大3 1 日 に分布 して い た
.

利用回数別人数をみると, 1 回利用者が20 名 (2 1 .7

% ) と最も多く, 次 い で
,

2 回利用16 名 (17 .4 % )
,
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表 3 年間利用回数別人数及び果報利用回数

回数 利用 実人 数 ( % ) 累積利用 回数

1 回

2 回

3 回

4 回

5 - 9 回

1 0 - 1 4 回

1 5 - 19 回

2 0 - 24 回

2 5 - 29 回

3 0 一

回

2 0 (21 . 7) 20

1 6 (17 . 4) 52

9 (9 . 8) 79

7 (7 . 6) 1 07

1 5 (1 6 . 3) 2 06

1 2 (1 3 . 0) 34 7

3 (3 . 3) 39 6

2 (2 . 2) 44 4

4 (4 . 3) 551

4 (4 . 3) 7 40

5- 9 回利用15 名 ( 1 6 .3 % ) の 順で あ っ た
. 累積利

用回数 の 総数,
つ ま り対象者92 人 の 総利用回数は

74 0 回で あ っ た .

3 . 利用理由

総利用回数 で み た利用理由を図 1 に示す.

9 2 名 の 総利用回数7 40 回 の うち
, 利用理 由が 家

族 ･ 介護者側 の 理 由に よ る場合が580 回 (78 .4 % )

を 占め て い た
.

そ の 具体的内容は
, 介護疲れ ･ 休

養が252 回 (3 4 .1 % ) , 旅行が96 回 ( 13 .0 % ) , 仕

事が5 8 回 ( 7 .8 % ) , 冠婚葬祭が54 回 ( 7 .3 % ) で

あ っ た. 利用高齢者側 の 理 由に よ る場合 は136 回

( 18 .4 % ) で あ り ,
そ の 具体的内容 は入浴 サ ー ビ

ス の 利用83 名 ( ll .2 % ) , 気分転換49 回 (6 .6 % )

で あ っ た .

4 . 満足感に関する利用圭介護者 の 自己評価

利用主介護者 の 利用 に 関する満足感 の 自己評価

を表 4 に示す.

現行 シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス に満足 して い ると

答えた者 は66 名 ( 71 .7 % ) で あ り, 満足 で き な い

と答え た者 は19 名 ( 20 .7 % ) で あ っ た. 現行 サ ー

ビ ス に満足し て い る群 に お い て は8 0 % 以上 の 者が
,

満足 で き て い な い 群に お い て も, 70 % 以上 の 者が

全て の 評価項目 に お い て 高 い 評価を し て い た .

ま た現行 サ ー ビ ス に満足し て い る群で は
, 満足

で き て い な い 群に 比 べ
, 情報が有効 に活用 で きた

( p < 0 .01) , 身体的負担が軽減し た ( p < 0 .05) , 精

神的負担が軽減 した ( p < 0 .0 1) と回答 した者 の 割

合が有意 に 高か っ た
.

介護疲 れ 一 休養

旅 行

仕事

冠 婚葬 祭

介 護者家族 の 病 気

家族 の 用 事

外 出

公 的 行 事

利 用 高 齢 者 側 の 王甲由

入 浴 サ ー ビ ス の 利 用

被 介護者 の 気 分 転換

リ ハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン

そ の 他
入 所 待 ち

不 明

0

回 数

図 1 シ ョ
ー

トス テ イ利用理 由
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家族介護者 の シ ョ
ー

ト ス テ イ 利用実態

表 4 シ ョ
ー

ト ス テ イ サ ー ビ ス に 関 す る介 護 者 の 評 価 人 数 ( % )

満足の 群 n = 6 6 不満足の群 n
= 1 9

情報が 有効 に 利用 で きた

ス ム ー ズな手続きが で きた

利用 した い と きに 利用 で きた

高齢者送迎 の た め の 交通手段 の 確保が で きた

身体 的負担 が軽減 した

精神 的負担 が軽減 した

経済 的負担 がなか っ た

65 (9 8 . 5)

58 (8 7 . 9)

6 4 (9 7 . 0)

6 4 (9 7 . 0)

66 (1 00 . 0)

6 4 (9 7 . 0)

55 (83 . 3)

1 4 (7 3 . 7) * * *

1 5 (7 8 . 9)

1 7 (8 9 . 5)

1 7 (8 9 . 5)

1 5 (7 8 . 9) * *

1 4 (7 3 . 7) * * *

1 4 (7 3 . 7)

* * pく0 . 05
,

* * * pく0 . 01 ( Ⅹ
2

検定)

5 . 介護保険制度開始後 における シ ョ
ー トス テ イ

サ ー ビス に対する利用圭介護者 の希望

利用主介護者 の 希望を図 2 に 示す. 介護保険制

度下 に お ける シ ョ
ー

ト ス テ イ サ
ー ビ ス に対する希

望 は大きく 4 つ の カ テ ゴ リ ー に 分類 で きた
.

第 1 は, 介護保険導入後 の シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー

ビ ス 利用日数 の 制限 の 排除, 職員 の 増員, 時間 の

延長と い
,
つ た量的充実を求める希望 で ｢ 適量性｣

と名付 ける こ とが で き た. 第 2 は
,

リ - ビ リ テ ー

シ ョ ン 機能を併せ持 っ な ど シ ョ
ー ト ス テ イ機能 の

拡大, 介護者と施設側 の 情報交換会 の 開催, 高齢

者 の 立場 に立 っ た ケ ア の 提供と い っ た
, 質 の 充実

に関する も の で ｢ 適質性｣ と 名付 ける こ とが で き

た
. 第 3 は, 周囲 の 目 の 厳 しさ , 陰 口

, 偏見 の 除

去な どで
,

こ れ は サ ー ビ ス を受 けやす い 社会を求

め て い る と い う意味 で ｢ 受容性｣ と名付ける こ と

図 2 ､ シ ョ
ー

トス テ イ サ
ー ビス に対する今後 の 希望
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が で きた
. 第 4 は, 経済的な負担 の 軽減を求める

も の
, 土日 の 送迎 へ の 希望, 情報をよ り簡単 に得

られ る こ とを望む等, 現在ある もの をよ り充実す

る こ と を希望する など で
,

こ れ は シ ョ
ー ト ス テ イ

サ ー ビ ス の利用 しやすさを求め て い ると い う意味

で ｢ 利便性｣ と名付 ける こ と が で き た
.

考 察

1
.

シ ョ
ー

トス テ イサ
ー ビ ス利用状況

利用高齢者 の 属性 に 関 して は, 年齢 , 男女 の 割

令, A D L 自立度共 に先行研究と同様 の 結果で あ っ

た
5 )

-

8)
. ま た本調査 に お い て は69

.6 % が 痴呆あ り

と答え て い たが , 先行研究 で は痴呆症状 の 保有率

に つ い て 山田 ら
6)

が88 .2 %
, 久保川ら

8)
が8 1 .1 %

と示 し て おり , 今回 の 調査 で は こ れ らより低い結

果で あ っ た
.

こ の こ と は今回 の 痴呆 の 判定が家族

の 判断 に基づ くも の で あ っ たため過小 に報告され

たも の と考え られ た
.

シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビス の 利用理由は介護疲れ ･

休養が最 も多く
, 利用介護者は介護疲れ の 軽減を

期待し て シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス を利用し て い る

こ とが 明らか に な っ た
.

こ の 結果は岩下ら の 調査

と同様 で あ り
7)

, ま た シ ョ
ー

ト ス テ イ サ ー ビ ス 本

来 の 目的も合致 し て お り
9)

,
こ の 結果 は当然と い

え た.

2 . 現行サ ー ビ ス に対する満足感と介護保険導入

後の シ ョ
ー トス テ イサ

ー ビス へ の 希望

シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス 利用 に満足して い る群,

満足 で きな い 群共 に
, 全て の 評価項目 に お い て 高

い 自己評価を示し て い た
.

こ の こと は, 現行 シ ョ
ー

ト ス テ イ サ ー ビ ス が , 町行政 の 全面的 バ
ッ ク ア ッ

プ に よ り予算 の 確保や職員 の 研修 , 各種 サ ー ビ ス

と の連携等 の 面 に お い て充実した体制 の もと に 運

営さ れ て い た こ と に よると考えられ た. 特に満足

し て い る群に お い て は, ｢ 情報が有効 に 利用 で き

た｣ , ｢ 身体的負担が軽減 した｣ ,
｢ 精神的負担が軽

減した｣ と答え た者が有意 に 多く, シ ョ
ー ト ス テ

イ サ ー ビ ス に お ける適切な情報 の 提供, 身体的 ･

精神的負担 の 軽減が家族介護者 の 満足感 に与える

影響は大き い
. ま た

, 家族介護者 の 負担感 の 軽減

に関 して は, 介護者 の 健康度や介護意欲 の 向上
,

介護 の 知識 の 獲得 , 介護技術 の 修得 に加え
, 時間

的ゆと りが重要な条件 で あると い わ れ る
10) 1】)

が
,

シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス は デ イ サ ー ビ ス や ホ ー ム

ヘ ル プ サ ー ビ ス に比 べ
, 長期利用が可能 で あ る点

で , 家族介護者 の 時間的ゆとり の 部分を サ ポ ー ト

で き る こ とが家族介護者 の 身体的 ･ 精神的負担 の

軽減 に つ なが っ て い たと考えられ た .

しか し,
シ ョ

ー

ト ス テ イ サ
ー ビ ス に対する具体

的な希望と し て
, 介護保険制度 の 導入 に 伴う利用

日数 の 制限に つ い て 批判する記述が数多くあ っ た.

調査時は介護保険制度導入目前 で あり, 断片的な

情報が多く流れ て い たため
, 家族介護者 の 不安が

大 きか っ た の は当然 で あるが
,

こ の 点 は家族介護

者 の ヘ ル ス ニ
ー ズ と し て重要で ある .

シ ョ
ー ト ス

テ イ サ ー ビ ス 利用制限 に つ い て は
,

そ の 後徐 々 に

改善策が打 ち出さ れ
12 ) 13 )

, ま た自治体 や各施設が

独自 の 活動を取 り入れ て い る こ ともあり
, 今後 に

期待 を持て る点で あるが, 市町村が より積極的 に

家族介護者 の ニ ー ズ を把握し
, 対応 し て い く こ と

が必要 で あ ると思わ れた .

シ ョ
ー ト ス テ イ サ

ー ビ ス を利用する家族介護者

は
, 今後行政 に 対して 適量性と適質性を強く求め

,

ま た社会 に 対し て 受容性を求め て い た .
つ ま り

,

行政は こ れ ら家族介護者 の ニ
ー ズ に 応え るため に

,

① シ ョ
ー

ト ス テ イ サ ー ビ ス の 量を確保 し, 利用制

限を撤廃し て 充実を目指す こ と , ②質 を確保する

ため に職員 の 勉強会や研修を充実 し
, 他職種だ け

で なく利用者と の 連携を持て る よ う コ ー デ ィ ネ
ー

ト し て い く こ と
, ③ シ ョ

ー ト ス テ イ サ ー ビ ス に 関

する情報 , 手続き , 送迎 の あり方や自治体行政 の

充実 した バ
ッ ク ア ッ プ体制な ど

, 評価 で き る点を

継続する こ と
, ④社会的な偏見 を除去 し,

シ ョ
ー

ト ス テ イ サ ー ビ ス を気兼ね なく利用 で きる社会を

目指す こ とが必要と なる .

本調査は
, 介護保険制度導入以前 の 調査 で ある

ため
, 介護保険制度導入後 の 現行制度と は サ ー ビ

ス 利用上 の 手続き等に若干 の 異な りが あるが
, 従

来制度 の利用者 の 大部が現行制度 に 移行し て おり ,

ま た本結果 に示され たような本質的な気持 ちや期

待は同様と考え られる . 今後は現行制度 の 中で
,

そ の 気持ちや期待が ど の よう に変化 して い く の か
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家族介護者 の シ ョ
ー

ト ス テ イ 利用実態

を考察 し て い き た い
.

結 語

シ ョ
ー ト ス テ イ サ

ー ビ ス は
, 在宅 で の 介護を サ

ポ ー ト し
, 家族介護者 の 介護負担感を軽減する た

め の 資源と して 有用 で あ る こ とが示唆され た. 今

後 こ の サ ー ビ ス をさ ら に 充実 したも の に するため

に
, 行赦 は

,

① シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス の 量を確保 し, 刺

用制限を撤廃し て 充実を目指す

② 質を確保する ため に職員 の 勉強会や研修を

充実 し
, 他職種だけ で なく利用者と の 連携を

持て る よう コ ー

デ ィ ネ
ー

ト し て い く

③ シ ョ
ー ト ス テ イ サ ー ビ ス に関する情報 , 辛

続 き, 送迎 の あり方 , 自治体行政 の 充実した

バ
ッ ク ア ッ プ体制な ど

, 評価 で きる点を継続

する

④ 社会 的な偏見を除去 し, 気兼ねなく利用 で

き る社会を目指す

こ とが重要 で ある
.
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T h e a c t u al c o n diti o n o f S h o r t -

s t a y
-

s e r vi c e u tili z a ti o n

R y o A B E
l)

,
M i n a k o N A K A B A Y A S H I

l )

,

E t s u k o K A J I T A
2 )

,
a n d Y u c hi N A R U S E

l )

1 )
D e p a r t m e n t o f C o m m u n it y a n d G e r o n t ol o g l C al N u r si n g ,

S c h o ol of N u r si n g ,

T o y a m a M edi c al a n d P h a r m a c e u ti c al U n i v e r s lt y

2 )
s ch o ol o f Alli e d H e alt h S ci e n c e s

,
O s a k a U ni v e r sit y M edi c al S c h o ol

A b st r a et

T h e~p u r p o s e o f t hi s s t u d y w a s t o cl a rify t h e a c t u al c o n diti o n of t h e s h o r t - s t a y- s e r vi c e

u tili z a ti o n a n d t o di s c u s s w h a t t h e s h o rt - s t a y - s e r vi c e s h o u ld b e a ft e r t h e i n t r o d u cti o n o f

t h e c a r e i n s u r a n c e s y st e m f r o m a f a m ily c a r e g l V e r
'

s p oi n t o f vi e w
.

T b e s u bj e ct s w e r e 19 6 f a m ily c a r e g l V e r S W h o li v ed i n t w o r u r al t o w n s
,
T o y a m a p r ef e ct u r e

,

a n d u tili z ed a s h o rt - s t a y- s e r vi c e a t l e a s t o n c e f r o m A p ril 1 999 t o M a r c h 20 00 . T h e q u e s ti o n -

n ai r e c o n si st ed o f t h e f r e q u e n c y a n d t h e r e a s o n o f t h e s h o r t- st a y
-

s e r vi c e u tili z a ti o n
,
t h e

s elf - e s ti m a ti o n of s a ti sf a c ti o n a n d t h e r e q u l r e m e n t f o r t h e s e r vi c e . T h e q u e s ti o n n ai r e w a s

w it h d r a w n f r o m 92 ( 46 .9 %) c a r e gi v e r s .

T h e r e s u lt s w e r e a s f oll o w s .

(1) A m e di a n f r e q u e n c y w a s 4 ( m i n . 1 -

m a x .60 ) ti m e s
,

a n d a m edi a n l e n g t h o f a st a y

w a s 6 ( m i n .1 -

m a x .60 ) d a y s b y a f a m il y c a r e gi v e r .

(2) T h e l e a di n g r e a s o n s of t h e s h o rt - st a y- s e r vi c e u tili z a ti o n f o r c a r e g
･

i v e r s w e r e
"

f a tig u e

f r o m a c a r e
"

a n d
"

t a k e a r e st
"

(3) A b o u t 72 % of c a r e gi v e r s s h o w e d hig h s a ti sf a c ti o n f o r t h e s h o rt- s t a y
- s e r vi c e u tili z a -

ti o n b y s elf - e sti m a ti o n .

(4) T h e r e q ui r e m e n t f o r t h e s h o rヤ
ー

S t a y - S e r vi c e c o n si s t e d o f f o u r c o n c e p t s
,
t h o s e w e r e

"

a d e q u a c y ,
a p p r o p ri a t e n e s s

"

,

"

a c c e s sibilit y
"

a n d
"

a c c ep t a bilit y
"

タI ( (

It w a s cl a rifi e d t h a t t h e s h o rt - s t a y - s e r vi c e w a s t h e s y s t e m t h a t w a s eff e c ti v e f o r t h e

r e d u cti o n o f t h e c a r e b u r d e n .
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